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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）に対するリソー
ス管理の方法であって、
　隣接セルからの信号の測定を実行するステップと、
　複数のセルからのＭＢＭＳマクロダイバーシチ受信に基づいて、ＭＢＭＳ受信性能評価
を実行するステップと、
　測定レポートおよび単一周波数ネットワーク（ＳＦＮ）エリア構成に対するＭＢＭＳ受
信性能レポートを送るステップであって、前記測定レポートおよび前記ＭＢＭＳ受信性能
レポートは、前記ＭＢＭＳ受信性能が設定された時間期間に対する設定された閾値より下
回るという条件で送られる、ステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　現在の位置がＳＦＮエリア端の近くであることを検出するステップであって、前記測定
レポートおよび前記ＭＢＭＳ受信性能レポートは前記ＳＦＮエリア端が検出されたときに
いつでも送られる、検出するステップをさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　前記測定レポートは、トラッキングエリア（ＴＡ）更新メッセージおよびルーティング
エリア（ＲＡ）更新メッセージの１つと組み合わされることを特徴とする請求項１に記載
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の方法。
【請求項４】
　ブロードキャストチャネル情報を読み取ることによって、ＳＦＮ識別（ＩＤ）変更を検
出するステップと、
　前記ＳＦＮ　ＩＤ変更を報告するステップと
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　カウンティングの目的のために、セル更新メッセージおよび無線リソース制御（ＲＲＣ
）接続要求メッセージが送られるという条件で、マクロダイバーシチＭＢＭＳ受信のため
に使用されているすべてのセルのセル識別（ＩＤ）を示している情報要素（ＩＥ）ととも
に、前記セル更新メッセージおよび前記ＲＲＣ接続要求メッセージの１つを送るステップ
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　ポイント・ツー・ポイント（ＰＴＰ）　ＭＢＭＳ送信が構成されたという条件で、ＭＢ
ＭＳサービスが継続的に受信されることになるかまたは中断されることになるかどうかを
示し、前記ＭＢＭＳサービス受信が中断されると計画されたという条件で、前記中断が一
時的であるかそうでないかを示すステップ
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）に対するリソー
ス管理のための無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）において、
　隣接セルからの信号の測定を実行する測定ユニットと、
　複数のセルからのＭＢＭＳマクロダイバーシチ受信に基づいて、ＭＢＭＳ受信性能評価
を実行する処理ユニットと、
　測定レポートおよび単一周波数ネットワーク（ＳＦＮ）エリア構成に対するＭＢＭＳ受
信性能レポートを送るコントローラであって、現在の位置がＳＦＮエリア端の近くである
ことを検出し、および、前記ＳＦＮエリア端が検出されたという条件で、前記測定レポー
トおよび前記ＭＢＭＳ受信性能レポートを送る、コントローラと
　を備えたことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項８】
　前記測定レポートおよび前記ＭＢＭＳ受信性能レポートは、前記ＭＢＭＳ受信性能が設
定された時間期間に対する設定された閾値より下回るという条件で送られることを特徴と
する請求項７に記載のＷＴＲＵ。
【請求項９】
　前記測定レポートは、トラッキングエリア（ＴＡ）更新メッセージおよびルーティング
エリア（ＲＡ）更新メッセージの１つと組み合わされることを特徴とする請求項７に記載
のＷＴＲＵ。
【請求項１０】
　前記コントローラは、ブロードキャストチャネル情報に基づいて、ＳＦＮ識別（ＩＤ）
変更を検出し、および、前記ＳＦＮ　ＩＤ変更を報告することを特徴とする請求項７に記
載のＷＴＲＵ。 
【請求項１１】
　前記コントローラは、カウンティングの目的のために、セル更新メッセージおよび無線
リソース制御（ＲＲＣ）接続要求メッセージが送られるという条件で、マクロダイバーシ
チＭＢＭＳ受信のために使用されているすべてのセルのセル識別（ＩＤ）を示している情
報要素（ＩＥ）とともに、前記セル更新メッセージおよび前記ＲＲＣ接続要求メッセージ
の１つを送ることを特徴とする請求項７に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１２】
　前記コントローラは、ポイント・ツー・ポイント（ＰＴＰ）　ＭＢＭＳ送信が構成され
たという条件で、ＭＢＭＳサービスが継続的に受信されることになるかまたは中断される
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ことになるかどうかを示し、前記ＭＢＭＳサービス受信が中断されると計画されたという
条件で、前記中断が一時的であるかそうでないかを示すよう構成されていることを特徴と
する請求項７に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１３】
　複数のセルから、マルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦ
Ｎ）サービスを受信するよう構成された回路を備え、
　前記ＭＢＳＦＮサービスを受信しながら、前記回路は第２のセルにキャンプオンするよ
うさらに構成され、
　前記第２のセルは、前記複数のセルとは異なること
　を特徴とする無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項１４】
　前記回路は、前記第２のセル上でアップリンクシグナリングを送信するようさらに構成
されていることを特徴とする請求項１３に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１５】
　前記アップリンクシグナリングは、カウンティング手順であることを特徴とする請求項
１４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１６】
　前記カウンティング手順は、セル更新手順であることを特徴とする請求項１５に記載の
ＷＴＲＵ。
【請求項１７】
　前記カウンティング手順は、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続手順であることを特徴と
する請求項１５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１８】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）によって使用される方法において、
　前記ＷＴＲＵによって、複数のセルから、マルチキャストブロードキャスト単一周波数
ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）サービスを受信するステップと、
　前記ＭＢＳＦＮサービスを受信しながら、前記ＷＴＲＵによって、前記複数のセルとは
異なる第２のセルにキャンプオンするステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項１９】
　前記ＷＴＲＵによって、前記第２のセル上でアップリンクシグナリングを送信するステ
ップをさらに備えることを特徴とする請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記アップリンクシグナリングは、カウンティング手順であることを特徴とする請求項
１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記カウンティング手順は、セル更新手順であることを特徴とする請求項２０に記載の
方法。
【請求項２２】
　前記カウンティング手順は、無線リソース制御（ＲＲＣ）接続手順であることを特徴と
する請求項２０に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　進化型ユニバーサル地上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ：ｅｖｏｌｖｅｄ　ｕｎｉｖｅｒ
ｓａｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ）および進化型ユニバーサ
ル地上無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：ｅｖｏｌｖｅｄ　ｕｎｉｖｅｒｓａ



(4) JP 5466146 B2 2014.4.9

10

20

30

40

50

ｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ）の目的は、
システム容量およびカバレージが改善され、データレートが高く、待ち時間が短い、パケ
ット最適化システムへ、無線アクセスネットワークを発展させることである。これら目的
を達成するために、無線ネットワークアーキテクチャばかりでなく、無線インタフェース
の進化も検討されている。例えば、第３世代パートナシッププロジェクト（３ＧＰＰ）で
現在使用されている符号分割多重接続（ＣＤＭＡ：ｃｏｄｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）を使用する代わりに、直交周波数分割多重接続（ＯＦＤＭＡ
：ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　
ａｃｃｅｓｓ）および周波数分割多重接続（ＦＤＭＡ：ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓ
ｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）が、ダウンリンク送信およびアップリンク送
信で使用されるエアインタフェース技術として、それぞれ提案されている。１つの大きな
変更点は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ：ｌｏｎｇ　ｔｅｒｍ　ｅｖｏｌｕｔ
ｉｏｎ）ではすべてにわたってパケット交換サービスを利用することであり、それは、す
べての音声呼がパケット交換ベースで転送されることを意味する。
【０００３】
　３ＧＰＰリリース６は、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（Ｍ
ＢＭＳ：ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｓｅｒｖｉ
ｃｅ）を定義した。それは、デジタルビデオブロードキャスティング－ハンドヘルド（Ｄ
ＶＢ－Ｈ：ｄｉｇｉｔａｌ　ｖｉｄｅｏ　ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ－ｈａｎｄｈｅｌｄ
）など、他のスペクトルにおいて動作する他のマルチキャストサービスに相当するもので
ある。ＭＢＭＳは、ダウンリンクデータが、ブロードキャストモードまたはマルチキャス
トモードで、単一の送信元から多数の受信者に送信されることを可能にする。３ＧＰＰリ
リースは、ＭＢＭＳチャネル、スケジューリング、ベアラ、手順なども定義した。
【０００４】
　３ＧＰＰ　ＬＴＥプロジェクトでは、新しいＥ－ＵＴＲＡＮおよび進化型コアネットワ
ークが導入される。このためには、新しいアーキテクチャがＭＢＭＳサービスを効率的に
サポートできるように、ＭＢＭＳの現行仕様に対する変更が必要である。
【０００５】
　Ｅ－ＵＴＲＡ／Ｅ－ＵＴＲＡＮでは、マルチセル送信（ｍｕｌｔｉ　ｃｅｌｌ　ｔｒａ
ｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）およびシングルセル送信（ｓｉｎｇｌｅ　ｃｅｌｌ　ｔｒａｎｓｍ
ｉｓｓｉｏｎ）の２つのＭＢＭＳ送信モードが定義されている。マルチセル送信は、単一
周波数ネットワーク（ＳＦＮ：ｓｉｎｇｌｅ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｎｅｔｗｏｒｋ）動
作を使用し、他のセルからのＭＢＭＳ信号を合成することによってセル端（ｃｅｌｌ　ｅ
ｄｇｅ）性能を向上させる。ＳＦＮは、複数の送信機が同じ信号を同じ周波数チャネルを
介して同時に送信するブロードキャストネットワークである。ＳＦＮ動作は、セル端をカ
バーするために、ＭＢＭＳトラフィックチャネル（ＭＴＣＨ）上で、追加的な同期メカニ
ズムと、はるかに多くの送信電力とを必要とする。
【０００６】
　シングルセル送信は、何らかの特別なサービス要求およびより僅かなユーザインスタン
ス（ｕｓｅｒ　ｉｎｓｔａｎｃｅ）のためのユニキャストサービスとして送信する。シン
グルセル送信は、特定ユーザに対するＭＢＭＳサービスのサービス品質（ＱｏＳ）を向上
させるために、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：ｈｙｂｒｉｄ　ａｕｔｏｍａｔｉ
ｃ　ｒｅｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ）または多入力多出力（ＭＩＭＯ：ｍｕｌｔｉｐｌｅ
－ｉｎｐｕｔ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ－ｏｕｔｐｕｔ）などの技術を使用できる。
【０００７】
　シングルセル送信については、シングルセルポイントツーマルチポイント（ＳＣ－ＰＴ
Ｍ：ｓｉｎｇｌｅ　ｃｅｌｌ　ｐｏｉｎｔ　ｔｏ　ｍｕｌｔｉ－ｐｏｉｎｔ）およびシン
グルセルポイントツーポイント（ＳＣ－ＰＴＰ：ｓｉｎｇｌｅ　ｃｅｌｌ　ｐｏｉｎｔ　
ｔｏ　ｐｏｉｎｔ）の２つの異なる送信スキームが存在する。シングルセル送信スキーム
は、実際のユーザ分布ステータスに基づいて決定される。
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【０００８】
　送信モード／スキームは、進化型ＭＢＭＳ（Ｅ－ＭＢＭＳ）サービスのための無線構成
パラメータの一部である。送信モード選択は、ＭＢＭＳ制御エンティティ（ＭＣＥ：ＭＢ
ＭＳ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｅｎｔｉｔｙ）によって行われる。シングルセル送信スキームは
、進化型Ｎｏｄｅ－Ｂによって決定される。
【０００９】
　ＭＢＭＳサービスのネットワークおよびリソース最適化は、エアインタフェースの性能
を反映する統計に基づいて行われる。統計は、ユーザ機器（ＵＥ）から定期的に収集され
る。統計は、カウンタ（例えば、検出手順用のカウンタ、成功および不成功手順用のカウ
ンタ、成功および不成功データ受信用のカウンタなど）を維持する、無線プロトコルスタ
ックのレイヤから収集される。そのようなカウンタは、地理情報に従って（例えばセル毎
に）維持されるのが一般的である。そのような統計は、継続的なネットワーク性能監視の
ために使用でき、またネットワークが正確かつ効率的に動作していることを確認するため
に使用できる。
【００１０】
　ＭＢＭＳサービスの大部分はＳＦＮを介して送信されるので（マルチキャストブロード
キャストＳＦＮ（ＭＢＳＦＮ））、ＳＦＮエリアを構成すること（configuring）が重要
である。静的な運用および保守（Ｏ＆Ｍ：ｏｐｅｒａｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｍａｉｎｔｅｎ
ａｎｃｅ）ＳＦＮ構成と、動的なＳＦＮ構成（標準化）が、検討されてきた。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　静的なＯ＆Ｍ　ＳＦＮ構成は、ＭＢＭＳサービス（特に利用契約（ｓｕｂｓｃｒｉｐｔ
ｉｏｎ）ベースのサービス）の柔軟性を制限する。静的なＯ＆Ｍ構成のＳＦＮ場合、ＭＢ
ＭＳコンテンツは、ネットワーク内におけるユーザの分布に関係なく、常にＳＦＮカバレ
ージエリア（大抵はＭＢＭＳサービスエリア）全域内に送信されるので、（無線およびト
ランスポート両方の）多くのリソースが浪費される。図１は、これを示している。小さな
点は、ＵＥを表す。ＳＦＮエリアは、カバレージ計画の観点から、対象ユーザがどこに所
在するかについての知識が欠如しているのを補うために、面積を広めにとる必要がある。
静的なＯ＆Ｍ構成のＳＦＮは、特定の小さなエリアに局所化されたサービスには十分だと
しても、ＭＢＭＳユーザの人口および所在位置から、実際の負荷および使用法に関して調
整を行うには、柔軟性を欠いている。
【００１２】
　ユーザ要求およびユーザ分布の変化に基づいた、ＳＦＮエリアの動的な構成（dynamic 
configuration）がこれまで提案されてきた。こ図２Ａおよび図２Ｂには、この動的なＳ
ＦＮ構成を示している。ユーザ分布が変化すると（小さな点はＵＥを表す）、ＳＦＮエリ
アも、図２Ａから図２Ｂに調整される。動的なＳＦＮ構成は、特定サービスの持続時間中
のＳＦＮの生成を可能にし、ローカルリソースは、セル内で最適化される（マルチセル送
信（すなわちＳＦＮ）からシングルセル送信への切り替えまたはその反対）ので、動的な
ＳＦＮ構成は、リソースのより効率的な使用法をもたらすことができる。ＭＣＥは、一定
の入力に基づいて、ＳＦＮエリアを動的に生成する。ＭＣＥは、ＳＦＮエリアのサービス
へのユーザの加入（joining）または脱退（leaving）などの入力を与えて、サービス持続
時間にわたってＳＦＮエリアを変更することもできる。
【００１３】
　トラッキングエリア（ＴＡ：ｔｒａｃｋｉｎｇ　ａｒｅａ）更新に基づいた動的なＳＦ
Ｎエリア構成は、ＵＥの移動性に適応するには低速である。ＴＡに基づいたＳＦＮエリア
の拡張は、現在のＳＦＮエリアに必要であるよりも多くのセル／ｅＮｏｄｅ－Ｂの追加を
もたらすことがある。それは、リソースを浪費する。セル更新に基づいた動的なＳＦＮエ
リア構成は、動的の度が過ぎ、その結果システムをより複雑にすることがあり、各回当た
りただ１つのセルが追加されるならば、ＵＥのＳＦＮ利得（ＳＦＮ　ｇａｉｎ）を打ち消
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す（ｉｇｎｏｒｅ）ことがある。ＵＥの数などの基準に基づいたＳＦＮエリア拡張および
縮小の決定は、他のＵＥのＭＢＭＳ受信性能の低下、またはあるｅＮｏｄｅ－Ｂについて
ＭＢＭＳサービスの頻繁過ぎる活動化（activation）および非活動化をもたらすことがあ
る。これは、システムの複雑さを増す原因となる。
【００１４】
　シングルセルＭＢＭＳ送信モードでは、特定のＭＢＭＳオン／オフ動作は、特定のＭＢ
ＭＳサービスに関心のあるＵＥが存在するかどうかに依存する。３ＧＰＰリリース６／７
のＭＢＭＳでは、特定のＭＢＭＳサービスについて、１つの混合セル（ｍｉｘｅｄ　ｃｅ
ｌｌ）内の対象ＵＥの数を取得するために、カウンティング手順が使用される。ＭＢＭＳ
オン／オフ決定およびＰＴＰ／ＰＴＭ切り替え決定は、カウンティング結果に基づいて、
無線リソース管理（ＲＲＭ：ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）エ
ンティティによって行われる。
【００１５】
　カウンティング手順を使用することの問題は、ＵＥ状況がネットワークには分からない
ことである。加えて、カウンティングを使用する頻度が増加すると、シグナリングオーバ
ヘッドを引き起こし、カウンティングを使用する頻度が減少すると、ＭＢＭＳオン／オフ
動作およびＰＴＰ／ＰＴＭ切り替えを遅延させることがある。これは、あるセル内でユニ
キャストトラフィック負荷が重い場合、大きな問題である。例えば、特定のＭＢＭＳサー
ビスにどのＵＥも関心がなく、同時にダウンリンクユニキャストサービスを求める他のＵ
Ｅからの重い要求が存在する場合、ＭＢＭＳサービスに対するリソース再割り当て決定を
行うためにカウンティング結果を待つことは、リソースの浪費を引き起こす。
【００１６】
　ＬＴＥでは、リソースを、動的に割り当てることができる。これは、ＭＢＭＳサービス
とユニキャストサービスが一緒に１つのセル内でサポートされる場合（すなわち混合セル
）、より効率的で柔軟なリソース割り当て戦略を必要とする。例えば、ＵＥが同期外れを
起こしており、しばらくの間、ＭＢＭＳサービスを正しく受信できないとき、より多くの
ユニキャストサービス要求が存在するのに、ＭＢＭＳサービスが依然として配信されると
すれば、それはリソースの浪費である。
【００１７】
　異なるＭＢＭＳ優先度を有する異なるＭＢＭＳサービスを、専用キャリア（ｄｅｄｉｃ
ａｔｅｄ　ｃａｒｒｉｅｒ）と混合セルとに別々に割り当てることが提案された。例えば
、（ＴＶ放送などの）長期ＭＢＭＳサービスは、ＭＢＭＳ専用セルを介して送信でき、（
ショートメッセージなどの）短期ＭＢＭＳサービスは、混合セルを介して送信できる。し
かし、１つまたは複数のＵＥが同時に異なるＭＢＭＳサービスを聴取することを望む場合
、問題が存在する。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　ＭＢＭＳのためのリソース管理の方法および装置が開示される。無線送受信ユニット（
ＷＴＲＵ）は、測定レポートおよびＭＢＭＳ受信性能レポートをネットワークに送信する
。ＳＦＮエリア変更は、セル再選択情報、ＷＴＲＵマクロダイバーシチ（ｍａｃｒｏ－ｄ
ｉｖｅｒｓｉｔｙ）ＭＢＭＳ受信性能、ＷＴＲＵによって報告される隣接セル信号強度、
ＷＴＲＵによって測定される干渉レベル、セル内のＷＴＲＵの数、サービス優先度、ＷＴ
ＲＵクラス、ＷＴＲＵ移動性傾向（ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｔｒｅｎｄ）、セル中心に対する
ＷＴＲＵ所在位置、ＷＴＲＵ　ＭＢＭＳ受信干渉レベルなどに基づいて行うことができる
。ＭＢＭＳサービスオン／オフ決定、および／またはＰＴＰとＰＴＭとの間の切り替えは
、ＷＴＲＵのチャネル状態に基づいて行うことができる。チャネル状態は、ＷＴＲＵがＭ
ＢＭＳ受信において同期が取れているかそれとも同期が取れていないか、ある時間ウィン
ドウ内における連続した否定応答（ＮＡＫ）、基準チャネルからの測定経路損失（path l
oss）などに基づいて決定できる。
【００１９】
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　より詳細な理解は、添付の図面と併せて、例として与えられた以下の説明から得ること
ができよう。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】静的なＯ＆Ｍ構成のＳＦＮエリアを示した図である。
【図２Ａ】動的なＳＦＮエリア構成を示した図である。
【図２Ｂ】動的なＳＦＮエリア構成を示した図である。
【図３】ＷＴＲＵが現在のＳＦＮエリアから出て行く状況を示した図である。
【図４】ＷＴＲＵが現在のＳＦＮエリアから出て行く場合において、動的なＳＦＮエリア
構成のときのプロセス４００のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以降で言及される場合、「ＷＴＲＵ」という用語は、限定することなく、ＵＥ、移動局
、固定もしくは移動加入者ユニット、ページャ、セルラ電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、
コンピュータ、または無線環境で動作可能な他の任意のタイプのユーザ装置を含む。以降
で言及される場合、「Ｎｏｄｅ－Ｂ」という用語は、限定することなく、基地局、サイト
コントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、または無線環境で動作可能な他の任意のタイ
プのインタフェース装置を含む。
【００２２】
　本明細書で開示される実施形態は、限定することなく、ＬＴＥシステムまたは高速パケ
ットアクセス（ＨＳＰＡ：ｈｉｇｈ　ｓｐｅｅｄ　ｐａｃｋｅｔ　ａｃｃｅｓｓ）システ
ムなどを含む任意の無線通信システムに適用可能であることに留意されたい。
【００２３】
　動的なＳＦＮエリア（再）構成は、早計なセル追加または削除決定を行わないように、
仮説タイマ値（ｈｙｐｏｔｈｅｓｉｓ　ｔｉｍｅｒ　ｖａｌｕｅ）に基づいて実行できる
。例えば、１つのＷＴＲＵが設定された期間よりも長くセルを離れている場合、ネットワ
ークは、そのセルをＭＢＭＳ　ＳＦＮエリアから削除することを決定できる。これにより
、ピンポン効果（ｐｉｎｇ－ｐｏｎｇ　ｅｆｆｅｃｔ）を回避できる。
【００２４】
　初期ＳＦＮエリア構成後のＳＦＮエリア拡張または縮小決定を、以下の要因の少なくと
も１つの評価に基づいて行うことができる。
　１）セル再選択またはトラッキングエリア（ＴＡ）更新情報。ＷＴＲＵがＳＦＮエリア
端にいる場合、これは、ＷＴＲＵがＬＴＥ＿Ｉｄｌｅ状態にあるか、それともＬＴＥ＿Ａ
ｃｔｉｖｅ状態にあるかとは無関係である。
　２）ＭＢＭＳ受信についてのＷＴＲＵマクロダイバーシチ性能。ＭＢＭＳ受信性能は、
ＭＢＭＳサービスを現在受信中のＷＴＲＵまたはＭＢＭＳサービスを受信しようとするＷ
ＴＲＵによってネットワークに報告できる。そして、ＭＢＭＳ利得を与えられるＭＢＭＳ
サブエリアを構成するために、ＷＴＲＵが入りつつある新しいセルに隣接するセルをＭＢ
ＭＳ送信のためにいくつ新たに活動化（activate）する必要があるかをネットワークに決
定させる。
　３）ＷＴＲＵによって報告される隣接セル信号強度のリスト。これは、どの隣接セルが
ＭＢＭＳ受信のためにより良い信号強度を提供できるかをネットワークが知るための、別
の基準である。
　４）ＷＴＲＵによって測定される干渉レベル。
　５）カウンティング結果。
　６）サービス優先度。
　７）ＷＴＲＵクラス。
　８）ＷＴＲＵ移動性傾向（mobility trend）、セル中心に対する所在位置、またはＷＴ
ＲＵ　ＭＢＭＳ受信干渉レベルなどの他の要因。
【００２５】
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　これらの要因を一緒に検討することによって、ネットワークは、妥当なＭＢＭＳ　ＳＦ
Ｎ利得に必要であるよりも多くの新しいｅＮｏｄｅ－Ｂを追加することによって、現在の
ＳＦＮに対する過剰な拡張をしてしまうこと、または、１つまたは少数のＷＴＲＵが電源
を切ったか、もしくはｅＮｏｄｅ－Ｂエリア内のセルを離れたためだけで、現在のＳＦＮ
エリアからｅＮｏｄｅ－Ｂを削除することによって、他のＷＴＲＵの妥当なＭＢＭＳ　Ｓ
ＦＮ利得を低下させ得る、過剰な縮小をしてしまうことを回避できる。加えて、これらの
要因を検討する動的なＳＦＮエリア構成は、シグナリングオーバヘッド、コンテキスト転
送、および同期の複雑さを増大させてしまう頻繁過ぎるＭＢＭＳサービスの活動化（acti
vate）または非活動化（deactivate）も回避することができる。
【００２６】
　図３は、ＷＴＲＵが現在のＳＦＮエリアから出て行く状況を示している図である。ＷＴ
ＲＵが現在のＳＦＮエリアから出て行くとき、同じＭＢＭＳサービスのために、２つ以上
の新しいセルを活動化でき、現在のＳＦＮエリアに追加できる。これは、ＷＴＲＵ状態（
ＬＴＥ＿Ｉｄｌｅ状態またはＬＴＥ＿Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ状態）とは無関係である。
【００２７】
　図４は、ＷＴＲＵが現在のＳＦＮエリアから出て行くときの、動的なＳＦＮエリア構成
の場合のプロセス４００のフローチャートである。ＳＦＮエリア端にあるｅＮｏｄｅ－Ｂ
は、隣接ｅＮｏｄｅ－Ｂ（セル）情報をブロードキャストする（ステップ４０２）。WTRU
が、ＳＦＮエリア端に入り、現在のＳＦＮエリアから出て行くことを検出した場合、ＷＴ
ＲＵは、現在のＳＦＮエリア内にない他のｅＮｏｄｅ－Ｂに属する隣接セルからの信号の
強度測定を開始できる（ステップ４０４）。ＷＴＲＵは、隣接セルからのＭＢＭＳマクロ
ダイバーシチ受信に基づいて、ＭＢＭＳ受信性能評価も開始できる（ステップ４０６）。
【００２８】
　ＷＴＲＵは、隣接セル信号強度レポートおよび／またはＭＢＭＳ受信性能レポートをネ
ットワークに送信する（ステップ４０８）。ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵがＳＦＮエリア端にい
ることをＷＴＲＵが検出した場合はいつでも、レポートを送信できる。代替として、ＷＴ
ＲＵは、ＭＢＭＳ受信性能が事前設定期間ＴＭＢＭＳ＿Ｒｅｐ＿Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ

にわたって事前に設定された閾値ＶＭＢＭＳ＿Ｒｅｐ＿Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅを下回る
場合にのみ、レポートを送信することもできる。隣接セルから測定されたＮ個の最強信号
強度だけを報告することができる。パラメータＮを、ＳＦＮエリア端にあるｅＮｏｄｅ－
Ｂからのブロードキャスト情報内に含めることができ、またはＲＲＣシグナリングを介し
て設定することもできる。シグナリングオーバヘッドを最小化するため、各セルからの測
定レポート（例えば、信号強度、経路損失など）は、ＴＡまたはルーティングエリア（Ｒ
Ａ：ｒｏｕｔｉｎｇ　ａｒｅａ）更新メッセージと組み合わせることができる。
【００２９】
　次にネットワークは、上に列挙された評価要因（すなわち、ＷＴＲＵ移動性更新（セル
またはＴＡ更新）、ＭＢＭＳ受信性能、隣接セル信号強度、ＷＴＲＵ測定干渉レベル、カ
ウンティング結果など）に基づいて、隣接ｅＮｏｄｅ－Ｂを現在のＳＦＮエリアに追加し
てそれを拡張する必要があるかどうか、またいくつの隣接ｅＮｏｄｅ－Ｂを追加する必要
があるかを決定する（ステップ４１０）。
【００３０】
　手順４００は、動的なＳＦＮエリア構成がＴＡベースである場合に適用できる。
【００３１】
　ＷＴＲＵがＳＦＮエリア端からＳＦＮエリアの中心に向かって動いている場合、ＳＦＮ
エリア縮小が発生することがある。この状況では、従来のカウンティング手順によって取
得されるセル内のＷＴＲＵの数の他に、動的なＳＦＮエリア構成の場合には、図４のステ
ップ４０６～ステップ４１０を実行できる。ネットワークは、セル内のＷＴＲＵの数ばか
りではなく、ＷＴＲＵ移動性更新（セルまたはＴＡ更新）、ＭＢＭＳ受信性能、隣接セル
信号強度、ＷＴＲＵ測定干渉レベル、カウンティング結果、サービス優先度、ＷＴＲＵク
ラスなど、上に列挙された要因にも基づいて、あるｅＮｏｄｅ－Ｂを削除することを決定
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する。
【００３２】
　ＷＴＲＵがＳＦＮエリア内にいる場合、動的なＳＦＮエリア構成のための手順は、ＷＴ
ＲＵがＳＦＮエリア端からＳＦＮエリアの中心に向かって動いている場合と類似しており
、ＳＦＮエリア縮小が発生することがある。
【００３３】
　ＷＴＲＵがＳＦＮエリアから遠ざかって、別のＳＦＮエリアに入る場合、ＷＴＲＵは、
接近するセルのブロードキャストチャネル（ＢＣＨ）を読み取って、可能なＳＦＮ識別情
報（ＩＤ）変更を見出し、ＳＦＮ　ＩＤ変更をネットワークに報告して、１つのＳＦＮを
別のＳＦＮサービスカバレージにまで過剰に拡張するのを回避する。ＷＴＲＵが受信して
いるのと同じＭＢＭＳサービスが、新しいＳＦＮエリアに存在する場合、ＷＴＲＵは、サ
ービスタイミング、無線ベアラ構成、および他のユーザプレーン（ｕｓｅｒ－ｐｌａｎｅ
）調整に関して必要な調整を実行して、ＭＢＭＳサービスを受信し続ける。
【００３４】
　ＳＦＮエリア内（またはその端）では、ＷＴＲＵがアップリンクシグナリングを行うこ
とを可能にする少数の混合セルが存在する可能性が高い。ＷＴＲＵは、他のセルからのＳ
ＦＮ送信を受信しながら、これら少数のセルにキャンプオン（ｃａｍｐ　ｏｎ）すること
ができる。ＷＴＲＵが、何らかのアップリンクシグナリング（例えば、測定、カウンティ
ングなど）を表示するよう、そうすることを許可された中断時間（interruption time）
の間に要求された場合、それらのすべては、これら少数のセル上でメッセージを送信する
。従来のカウンティング手順は単に、セル更新手順であるか（ＬＴＥ＿Ｃｏｎｎｅｃｔｅ
ｄモードの場合）、または無線リソース制御（ＲＲＣ：ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　
ｃｏｎｔｒｏｌ）接続手順である（ＬＴＥ＿Ｉｄｌｅモードの場合）。メッセージを送信
する理由がカウンティング手順である場合、付加的な情報要素（ＩＥ：ｉｎｆｏｒｍａｔ
ｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ）が、これらのメッセージ（ＲＲＣ接続要求またはセル更新要求
メッセージ）上で送信されて、マクロダイバーシチＭＢＭＳ受信のためにＷＴＲＵによっ
て使用されるすべてのセルのセルＩＤを表示することができる。これは、ＳＦＮエリア内
での分布の表示を提供する。測定レポートはどのセルが測定されているかを表示するので
、このＩＥは、測定レポートでは必要とされない。
【００３５】
　シングルセルＭＢＭＳサービスでは、ネットワークは、ＭＢＭＳサービスのためにＰＴ
Ｐが構成されているか、それともＰＴＭが構成されているかを、ＷＴＲＵにシグナリング
できる。ＷＴＲＵのためにＰＴＰ　ＭＢＭＳ送信が構成されている場合、ＷＴＲＵは、Ｗ
ＴＲＵがＭＢＭＳサービスの継続に関心があるかどうかをｅＮｏｄｅ－Ｂに表示できる。
ＷＴＲＵがＭＢＭＳ受信を中断する予定である場合、ＷＴＲＵは、その中断が一時なもの
かどうかを表示できる。この表示（indication）は、そのＷＴＲＵのための無線ベアラ（
ＲＢ）構成（configuration）を解放するか、それとも維持するかを、ｅＮｏｄｅ－Ｂが
決定する際の助けとなる。
【００３６】
　シングルセルＭＢＭＳサービスのＭＢＭＳオン／オフ動作は、対象ＷＴＲＵのカウンテ
ィングに依存するばかりでなく、ＷＴＲＵのチャネル状態にも依存する。シングルセルに
おけるＭＢＭＳ受信のためのＷＴＲＵのチャネル状態は、以下のように反映され得る。
　１）ＷＴＲＵがＭＢＭＳ受信において同期が取れているか、それとも同期が取れていな
いか。
　２）ある時間ウィンドウ内におけるｅＮｏｄｅ－Ｂへの連続した否定応答（ＮＡＫ）。
ＮＡＫの数およびウィンドウ持続時間を、シングルセルＭＢＭＳサービス確立の最中に、
ネットワークによって指定できる。
　３）基準チャネルからの測定された経路損失。
【００３７】
　上記の要因の少なくとも１つを、ＰＴＰ／ＰＴＭ切り替えを決定する際に、従来のカウ
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ンティング結果と共に評価基準として使用できる。例えば、ＷＴＲＵがＭＢＭＳ受信につ
いて同期外れ状況を検出した場合、ＷＴＲＵは、この状況をｅＮｏｄｅ－Ｂに報告して、
従来のカウンティング手順を開始する前に、ＭＢＭＳサービスをオフにするかどうかのタ
イムリな決定をする。ｅＮｏｄｅ－ＢがＭＢＭＳサービスをオフにすると決定した場合、
ＷＴＲＵのためのＲＢ構成を解放することができ、リソースを他のサービスに再割り当て
することができる。代替として、ｅＮｏｄｅ－Ｂがダウンリンク同期外れを宣言した場合
であっても、ＷＴＲＵが正常な通信に回復する可能性があるため、ｅＮｏｄｅ－Ｂは、し
ばらくの間、ＭＢＭＳサービスおよびＲＢ構成を維持することもできる。この場合、ＭＢ
ＭＳサービスのための無線リソースは、他のＷＴＲＵの他のサービス（例えば優先度のよ
り高いユニキャストサービス）に一時的に再割り当てすることができる。ＷＴＲＵが再び
同期状況を検出した場合、ＷＴＲＵは、ＭＢＭＳサービスの再開のため、これをｅＮｏｄ
ｅ－Ｂに表示（indicate）する。新しいＲＢ構成およびリソース割り当てを伴う決定は、
ＭＢＭＳ制御チャネル（ＭＣＣＨ）を介してＷＴＲＵにシグナリングすることができる。
【００３８】
　シングルセルＭＢＭＳサービスにおいてフィードバックが許容される場合、ＷＴＲＵは
、進行中のＭＢＭＳ受信についてＡＣＫ／ＮＡＫ（代替的にＮＡＫのみ）をｅＮｏｄｅ－
Ｂに送信できる。ＷＴＲＵがエラーのあるＭＢＭＳ受信を継続的に検出した場合、ＷＴＲ
Ｕは、指定された時間ウィンドウ内に一定の数のＮＡＫを送信できる。その後、ＷＴＲＵ
は、この状況をｅＮｏｄｅ－Ｂにシグナリングすることができ、ｅＮｏｄｅ－Ｂは、ＭＢ
ＭＳサービスを中断してリソースを他のサービスまたはＷＴＲＵに割り当てることを決定
できる。ＷＴＲＵがこの状況をｅＮｏｄｅ－Ｂにシグナリングすることが必要である場合
、任意選択的に、ｅＮｏｄｅ－Ｂは、ＷＴＲＵ受信ステータスを評価することを、一定の
時間ウィンドウ内に受信されたＮＡＫの数および分布に基づいて決定して、適切なＭＢＭ
Ｓサービス割り当て決定を行うこともできる。
【００３９】
　２つ以上のＷＴＲＵがＭＢＭＳサービスを受信しているとき、ＭＢＭＳサービスを受信
中のすべてのＷＴＲＵが上述の基準を満たす場合は、そのセル内でのＭＢＭＳサービスを
オフにすることができる。しかし、正常な状況に復帰したＷＴＲＵが１つでも存在すれば
、ＭＢＭＳサービスをオンにすることができる。
【００４０】
　２つ以上のＭＢＭＳサービスが１つのセル内でサポートされているとき、それらの基準
を、各ＭＢＭＳサービスについて別々に評価できる。ｅＮｏｄｅ－Ｂは、基準をすべての
ＭＢＭＳサービスに同時に適用すべきかどうかを決定する。
【００４１】
　ＷＴＲＵが優先度のより高いユニキャスト要求を有するとき、他の優先度のより高いサ
ービスの要求がダウンリンク容量を超過し、ｅＮｏｄｅ－Ｂが優先度のより高いダウンリ
ンクサービスに無線リソースを割り当てなければならない場合、ＭＢＭＳサービスは、ｅ
Ｎｏｄｅ－Ｂによってオフにすることができる。
【００４２】
　ＭＢＭＳ送信のために利用可能な十分なダウンリンク容量が存在する場合、ＭＢＭＳサ
ービスを再開することができる。セル内でいくつかのＭＢＭＳサービスがサポートされて
いるとき、これらのＭＢＭＳサービスは、ダウンリンクリソースアベイラビリティに基づ
いた優先度に従って順番にオンにすることができ、または、十分な容量が存在するならば
すべてオンにすることができる。
【００４３】
　優先度のより高いユニキャストサービス要求の持続時間（duration）に基づいて、（例
えば、サービスが指定された閾値よりも長くリソースを必要とする場合）、ＷＴＲＵがユ
ニキャストおよびＭＢＭＳの同時サービスを必要とするならば、ＭＢＭＳサービスは、Ｍ
ＢＭＳ専用キャリアに移されて（transfer）、サービスを継続することができる。ＭＢＭ
Ｓ専用キャリアに移されたＭＢＭＳサービスの構成は、ｅＮｏｄｅ－ＢによってＷＴＲＵ
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にシグナリングすることができる。
【００４４】
　ＭＢＭＳマルチセルモードでは、任意のセルにおけるＭＢＭＳオン／オフを、上記の基
準および規則に基づいて評価できる。
【００４５】
　ＰＴＰ／ＰＴＭ切り替え決定を行う場合、従来のカウンティング手順に加えて、ＭＢＭ
Ｓオン／オフ決定のために使用される基準を使用できる。２つのカウンティングプロセス
の間に、ある期間のＭＢＭＳ受信についてＷＴＲＵに影響を与えるチャネル状態の変化を
ＷＴＲＵが検出した場合、ＷＴＲＵは、このチャネル状態変化をｅＮｏｄｅ－Ｂに報告で
き、ｅＮｏｄｅ－Ｂは、ＷＴＲＵへの新しいリソースの割り当てばかりでなく、ＰＴＰ／
ＰＴＭ切り替え決定も行うことができ、それは、ＭＣＣＨを介してシグナリングされる。
【００４６】
　シングルセルモードにおいてＭＢＭＳ　ＰＴＭがサポートされているとき、ｅＮｏｄｅ
－Ｂが、ある期間にわたって、指定された閾値よりも多い多数のＷＴＲＵから同期外れ表
示を受信した場合、ＭＢＭＳサービスを受信するＷＴＲＵの数がある点まで減少し、ＰＴ
ＰがＰＴＭよりも効率的であると決定されたならば、ｅＮｏｄｅ－Ｂは、カウンティング
プロセスを開始することなく、ＭＢＭＳ　ＰＴＭからＰＴＰへの切り替えを決定できる。
これらの基準の使用は、ＷＴＲＵ状況変化をタイムリに反映して、静的ベースよりも効率
的なリソース割り当てを行う。ＰＴＭ／ＰＴＰ切り替えのためにＮＡＫ基準が使用される
ときも、同じ規則を使用できる。
【００４７】
　ＰＴＭからＰＴＰへの切り替えが上記の基準によってトリガされたとき、ｅＮｏｄｅ－
Ｂが設定された閾値よりも多くのＷＴＲＵから同期表示を受信した場合、ｅＮｏｄｅ－Ｂ
は、ＰＴＰからＰＴＭに切り替えることを決定できる。
【００４８】
　シングルセルＰＴＭスキームでは、優先度のより高いサービスを要求するＷＴＲＵの数
が指定された閾値より多い場合、ｅＮｏｄｅ－Ｂは、容量およびサービス要求に基づいて
、ＰＴＭからＰＴＰへ切り替えることを決定できる。ＰＴＭからＰＴＰへの切り替えがサ
ービス優先度基準によってトリガされたとき、ｅＮｏｄｅ－Ｂが優先度のより高い要求が
指定された閾値よりも少ない旨の表示（indication）を受信した場合、ｅＮｏｄｅ－Ｂは
、ＰＴＰからＰＴＭに切り替えることを決定できる。
【００４９】
　ＭＢＭＳサービスは、送信特性に従って、２つのクラスに区分けすることができる。
　クラス１：モバイルＴＶ、ストリーミングサービスなどの、高速で長期的な永続的なサ
ービス。
　クラス２：ショートメッセージ、静止画送信サービスなのど、低速で短期的なサービス
。
【００５０】
　すべてのＭＢＭＳサービスは、クラス１であろうと、またはクラス２であろうと、ＷＴ
ＲＵがＲＲＣアイドルモードにあるときは、専用ＭＢＭＳキャリア上で維持することがで
きる。これによって、異なるＭＢＭＳクラスを受信するために、ＷＴＲＵが専用ＭＢＭＳ
キャリアと混合セルとの間で切り替えを行うことを回避できる。特定のＭＢＭＳサービス
を要求する（指定された閾値よりも多い）多数のＷＴＲＵがＲＲＣ接続モードにある場合
、ＷＴＲＵの大多数がその特定のＭＢＭＳサービスのために専用と混合セルとの間で切り
替えを行うのを回避するため、ネットワークは、その特定のＭＢＭＳサービスを混合セル
で配信することを決定し、ＭＢＭＳ送信のために新しい無線リソースを割り当てることが
できる。この構成を、ＭＣＣＨでシグナリングすることができる。特定のＭＢＭＳサービ
スを、中断してＭＢＭＳ専用キャリアに移す（transfer）ことができ、そのＭＢＭＳサー
ビスを要求するＷＴＲＵの数および時間量が指定された閾値よりも少ない場合は、リソー
スを割り当て解除することができる。
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【００５１】
　実施形態
　１．ＭＢＭＳのためのリソース管理の方法。
【００５２】
　２．隣接セルからの信号の測定を実行するステップを含む実施形態１に記載の方法。
【００５３】
　３．複数のセルからのＭＢＭＳマクロダイバーシチ受信に基づいて、ＭＢＭＳ受信性能
評価を実行するステップを含む実施形態２に記載の方法。
【００５４】
　４．ＳＦＮエリア構成のための測定レポートおよびＭＢＭＳ受信性能レポートを送信す
るステップを含む実施形態３に記載の方法。
【００５５】
　５．現在の所在位置がＳＦＮエリア端に近いことを検出するステップであって、測定レ
ポートおよびＭＢＭＳ受信性能レポートは、ＳＦＮエリア端が検出されたとき常に送信さ
れるステップをさらに含む実施形態４に記載の方法。
【００５６】
　６．測定レポートおよびＭＢＭＳ受信性能レポートは、ＭＢＭＳ受信性能が設定された
期間にわたって設定された閾値を下回った場合に送信される実施形態４～５のいずれか１
つに記載の方法。
【００５７】
　７．測定レポートは、ＴＡ更新メッセージおよびＲＡ更新メッセージの一方と組み合わ
される実施形態４～６のいずれか１つに記載の方法。
【００５８】
　８．ブロードキャストチャネル情報を読み取ることによって、ＳＦＮ　ＩＤ変更を検出
するステップをさらに含む実施形態１～７のいずれか１つに記載の方法。
【００５９】
　９．ＳＦＮ　ＩＤ変更を報告するステップを含む実施形態８に記載の方法。
【００６０】
　１０．セル更新メッセージおよびＲＲＣ接続要求メッセージがカウンティング目的で送
信される場合、マクロダイバーシチＭＢＭＳ受信のために使用されるすべてのセルのセル
ＩＤを表示しているＩＥと共に、セル更新メッセージおよびＲＲＣ接続要求メッセージの
一方を送信するステップをさらに含む実施形態３～９のいずれか１つに記載の方法。
【００６１】
　１１．ＰＴＰ　ＭＢＭＳ送信が構成されている場合、ＭＢＭＳサービスが継続的に受信
されているか、それとも中断されているかを表示するステップと、ＭＢＭＳサービス受信
が中断される予定である場合、その中断が一時的なものかどうかを表示するステップとを
さらに含む実施形態２～１０のいずれか１つに記載の方法。
【００６２】
　１２．測定レポートおよびＭＢＭＳ受信性能レポートを受信するステップを含む実施形
態１に記載の方法。
【００６３】
　１３．セル再選択情報、ＷＴＲＵマクロダイバーシチＭＢＭＳ受信性能、ＷＴＲＵによ
って報告される隣接セル信号強度、ＷＴＲＵによって測定される干渉レベル、セル内のＷ
ＴＲＵの数、サービス優先度、ＷＴＲＵクラス、ＷＴＲＵ移動性傾向、セル中心に対する
ＷＴＲＵ所在位置、およびＷＴＲＵ　ＭＢＭＳ受信干渉レベルの少なくとも１つに基づい
て、ＳＦＮエリアを構成するステップを含む実施形態１２に記載の方法。
【００６４】
　１４．ＳＦＮエリア構成は、仮説タイマ値に依存する実施形態１３に記載の方法。
【００６５】
　１５．ＭＢＭＳサービスを構成するステップを含む実施形態１に記載の方法。
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【００６６】
　１６．ＷＴＲＵのチャネル状態に基づいて、ＭＢＭＳサービスをオンおよびオフにする
ステップを含む実施形態１５に記載の方法。
【００６７】
　１７．チャネル状態は、ＷＴＲＵがＭＢＭＳ受信において同期が取れているかそれとも
同期が取れていないか、ある時間ウィンドウ内における連続したＮＡＫ、基準チャネルか
らの測定経路損失の少なくとも１つに基づいて決定される実施形態１６に記載の方法。
【００６８】
　１８．ＭＢＭＳサービスがオフにされた場合、ＷＴＲＵのためのＲＢを解放するステッ
プと、無線リソースを他のサービスに割り当てるステップとをさらに含む実施形態１６～
１７のいずれか１つに記載の方法。
【００６９】
　１９．ＭＢＭＳサービスがオフにされた場合、ＷＴＲＵのためのＲＢは、事前設定され
た期間にわたって維持される実施形態１６～１７のいずれか１つに記載の方法。
【００７０】
　２０．ＭＢＭＳサービスは、他の優先度のより高いサービスの要求が設定された閾値を
超過した場合にオフにされる実施形態１６～１９のいずれか１つに記載の方法。
【００７１】
　２１．ＭＢＭＳ送信のために十分なダウンリンク容量が利用可能になった場合、ＭＢＭ
Ｓサービスを再開するステップをさらに含む実施形態２０に記載の方法。
【００７２】
　２２．セル内においていくつかのＭＢＭＳサービスがサポートされ、ＭＢＭＳサービス
は、優先度に基づいて再開される実施形態２１に記載の方法。
【００７３】
　２３．優先度のより高いユニキャストサービス要求の持続時間が設定された閾値を超過
した場合、ＭＢＭＳサービスをＭＢＭＳ専用キャリアに移す（transfer）ステップをさら
に含む実施形態２０～２２のいずれか１つに記載の方法。
【００７４】
　２４．ＭＢＭＳサービスを構成するステップを含む実施形態１に記載の方法。
【００７５】
　２５．ＷＴＲＵのチャネル状態に基づいて、ＰＴＰとＰＴＭの間でＭＢＭＳサービスス
キームを切り替えるステップを含む実施形態２４に記載の方法。
【００７６】
　２６．チャネル状態は、ＷＴＲＵがＭＢＭＳ受信において同期が取れているかそれとも
同期が取れていないか、ある時間ウィンドウ内における連続したＮＡＫ、基準チャネルか
らの測定経路損失の少なくとも１つに基づいて決定される実施形態２５に記載の方法。
【００７７】
　２７．ＭＢＭＳサービスは、他の優先度のより高いサービスの要求が設定された閾値を
超過した場合にＰＴＭからＰＴＰに切り替えられる実施形態２５～２６のいずれか１つに
記載の方法。
【００７８】
　２８．ＷＴＲＵからＭＢＭＳサービス要求を受信するステップを含む実施形態１に記載
の方法。
【００７９】
　２９．ＭＢＭＳサービス要求のクラスにかかわらず、ＷＴＲＵがＲＲＣアイドルモード
にある場合、専用ＭＢＭＳキャリア上でＭＢＭＳサービスを構成するステップを含む実施
形態２８に記載の方法。
【００８０】
　３０．特定のＭＢＭＳサービスを要求するＷＴＲＵが指定された閾値よりも多くＲＲＣ
接続モードにある場合、混合セル上で配信されるようにＭＢＭＳサービスを構成するステ
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ップを含む実施形態２９に記載の方法。
【００８１】
　３１．ＭＢＭＳのためのリソース管理用のＷＴＲＵ。
【００８２】
　３２．隣接セルからの信号の測定を実行する測定ユニットを含む実施形態３１に記載の
ＷＴＲＵ。
【００８３】
　３３．複数のセルからのＭＢＭＳマクロダイバーシチ受信に基づいて、ＭＢＭＳ受信性
能評価を実行する処理ユニットを含む実施形態３２に記載のＷＴＲＵ。
【００８４】
　３４．ＳＦＮエリア構成のための測定レポートおよびＭＢＭＳ受信性能レポートを送信
するコントローラを含む実施形態３３に記載のＷＴＲＵ。
【００８５】
　３５．コントローラは、現在の所在位置がＳＦＮエリア端に近いことを検出し、ＳＦＮ
エリア端が検出されたとき常に、測定レポートおよびＭＢＭＳ受信性能レポートを送信す
る実施形態３４に記載のＷＴＲＵ。
【００８６】
　３６．測定レポートおよびＭＢＭＳ受信性能レポートは、ＭＢＭＳ受信性能が設定され
た期間にわたって設定された閾値を下回った場合に送信される実施形態３４～３５のいず
れか１つに記載のＷＴＲＵ。
【００８７】
　３７．測定レポートは、ＴＡ更新メッセージおよびＲＡ更新メッセージの一方と組み合
わされる実施形態３４～３６のいずれか１つに記載のＷＴＲＵ。
【００８８】
　３８．コントローラは、ブロードキャストチャネル情報に基づいてＳＦＮ　ＩＤ変更を
検出し、ＳＦＮ　ＩＤ変更を報告する実施形態３４～３７のいずれか１つに記載のＷＴＲ
Ｕ。
【００８９】
　３９．コントローラは、セル更新メッセージおよびＲＲＣ接続要求メッセージがカウン
ティング目的で送信される場合、マクロダイバーシチＭＢＭＳ受信のために使用されるす
べてのセルのセルＩＤを表示しているＩＥと共に、セル更新メッセージおよびＲＲＣ接続
要求メッセージの一方を送信する実施形態３４～３８のいずれか１つに記載のＷＴＲＵ。
【００９０】
　４０．コントローラは、ＰＴＰ　ＭＢＭＳ送信が構成されている場合、ＭＢＭＳサービ
スが継続的に受信されているか、それとも中断されているかを表示するように構成され、
ＭＢＭＳサービス受信が中断される予定である場合、その中断が一時的なものかどうかを
表示するように構成された３４～３９のいずれか１つに記載のＷＴＲＵ。
【００９１】
　４１．ＭＢＭＳのためのリソース管理用の装置。
【００９２】
　４２．測定レポートおよびＭＢＭＳ受信性能レポートを受信する受信機を含む実施形態
４１に記載の装置。
【００９３】
　４３．セル再選択情報、ＷＴＲＵマクロダイバーシチＭＢＭＳ受信性能、ＷＴＲＵによ
って報告される隣接セル信号強度、ＷＴＲＵによって測定される干渉レベル、セル内のＷ
ＴＲＵの数、サービス優先度、ＷＴＲＵクラス、ＷＴＲＵ移動性傾向、セル中心に対する
ＷＴＲＵ所在位置、およびＷＴＲＵ　ＭＢＭＳ受信干渉レベルの少なくとも１つに基づい
て、ＳＦＮエリアを構成するコントローラを含む実施形態４２に記載の装置。
【００９４】
　４４．ＳＦＮエリア構成は、仮説タイマ値に依存する実施形態４３に記載の装置。
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【００９５】
　４５．送受信機を含む実施形態４１に記載の装置。
【００９６】
　４６．ＭＢＭＳサービスを構成し、ＷＴＲＵのチャネル状態に基づいて、ＭＢＭＳサー
ビスをオンおよびオフにするコントローラを含む実施形態４５に記載の装置。
【００９７】
　４７．チャネル状態は、ＷＴＲＵがＭＢＭＳ受信において同期が取れているかそれとも
同期が取れていないか、ある時間ウィンドウ内における連続したＮＡＫ、基準チャネルか
らの測定経路損失の少なくとも１つに基づいて決定される実施形態４６に記載の装置。
【００９８】
　４８．ＭＢＭＳサービスがオフにされた場合、コントローラは、ＷＴＲＵのためのＲＢ
を解放し、無線リソースを他のサービスに割り当てる実施形態４６～４７のいずれか１つ
に記載の装置。
【００９９】
　４９．ＭＢＭＳサービスがオフにされた場合、ＷＴＲＵのためのＲＢは、事前設定され
た期間にわたって維持される実施形態４６～４７のいずれか１つに記載の装置。
【０１００】
　５０．ＭＢＭＳサービスは、他の優先度のより高いサービスの要求が設定された閾値を
超過した場合にオフにされる実施形態４６～４９のいずれか１つに記載の装置。
【０１０１】
　５１．コントローラは、ＭＢＭＳ送信のために十分なダウンリンク容量が利用可能にな
った場合、ＭＢＭＳサービスを再開する実施形態５０に記載の装置。
【０１０２】
　５２．セル内においていくつかのＭＢＭＳサービスがサポートされ、ＭＢＭＳサービス
は、優先度に基づいて再開される実施形態５１に記載の装置。
【０１０３】
　５３．コントローラは、優先度のより高いユニキャストサービス要求の持続時間が設定
された閾値を超過した場合、ＭＢＭＳサービスをＭＢＭＳ専用キャリアに移す実施形態５
２に記載の装置。
【０１０４】
　５４．送受信機を含む実施形態４１に記載の装置。
【０１０５】
　５５．ＭＢＭＳサービスを構成し、ＷＴＲＵのチャネル状態に基づいて、ＰＴＰとＰＴ
Ｍとの間でＭＢＭＳサービススキームを切り替えるコントローラを含む実施形態５４に記
載の装置。
【０１０６】
　５６．チャネル状態は、ＷＴＲＵがＭＢＭＳ受信において同期が取れているかそれとも
同期が取れていないか、ある時間ウィンドウ内における連続したＮＡＫ、基準チャネルか
らの測定経路損失の少なくとも１つに基づいて決定される実施形態５５に記載の装置。
【０１０７】
　５７．ＭＢＭＳサービスは、他の優先度のより高いサービスの要求が設定された閾値を
超過した場合にＰＴＭからＰＴＰに切り替えられる実施形態５５～５６のいずれか１つに
記載の装置。
【０１０８】
　５８．ＷＴＲＵからＭＢＭＳサービス要求を受信する送受信機を含む実施形態４１に記
載の装置。
【０１０９】
　５９．ＭＢＭＳサービス要求のクラスにかかわらず、ＷＴＲＵがＲＲＣアイドルモード
にある場合、専用ＭＢＭＳキャリア上でＭＢＭＳサービスを構成し、特定のＭＢＭＳサー
ビスを要求するＷＴＲＵが指定された閾値よりも多くＲＲＣ接続モードにある場合、混合
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に記載の装置。
【０１１０】
　上では特徴および構成要素が特定の組み合わせで説明されたが、各特徴または構成要素
は、他の特徴および構成要素を伴わずに単独で使用することができる。また、他の特徴お
よび構成要素を伴うもしくは伴わない様々な組み合わせで使用することもできる。本明細
書で提供された方法またはフローチャートは、汎用コンピュータまたはプロセッサによる
実行のためのコンピュータ読取り可能記憶媒体内に含まれるコンピュータプログラム、ソ
フトウェア、またはファームウェアで実施することができる。コンピュータ読取り可能記
憶媒体の例は、リードオンリメモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、レ
ジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、内蔵ハードディスクおよび着脱可能
ディスクなどの磁気媒体、光磁気媒体、ならびにＣＤ－ＲＯＭディスクおよびデジタル多
用途ディスク（ＤＶＤ）などの光媒体を含む。
【０１１１】
　適切なプロセッサは、一例として、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来型プロセッ
サ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携
する１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特
定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）
回路、他の任意のタイプの集積回路（ＩＣ）、および／または状態マシーンを含む。
【０１１２】
　ソフトウェアと連携するプロセッサは、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）、ユーザ機器
（ＵＥ）、端末、基地局、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、または任意のホス
トコンピュータで使用される無線周波の送受信機を実施するために使用することができる
。ＷＴＲＵは、カメラ、ビデオカメラモジュール、ビデオフォン、スピーカフォン、バイ
ブレーション装置、スピーカ、マイクロフォン、テレビ受信機、ハンズフリーヘッドセッ
ト、キーボード、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール、ＦＭラジオユニット、液
晶表示（ＬＣＤ）ディスプレイユニット、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイ
ユニット、デジタル音楽プレーヤ、メディアプレーヤ、ビデオゲームプレーヤモジュール
、インターネットブラウザ、および／または任意の無線ローカルエリアネットワーク（Ｗ
ＬＡＮ）もしくは超広帯域（ＵＷＢ）モジュールなどの、ハードウェアおよび／またはソ
フトウェアで実施されるモジュールと併せて使用することができる。
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